
一
、
二
種
深
信 

二
、
三
経
隠
顕 

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
度 

安
居
論
題
提
要 

  

（
題
意) 

二
種
深
信
の
釈
義
を
う
か
が
い
、
他
力
の
信
の
相
状
が
、
捨
機
託
法
の
二
種
一
具
を
も
っ
て
示
さ
れ
る
旨

を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

（
出
拠
） 

「
散
善
義
」 

『
往
生
礼
讃
』 

 

（
釈
名
） 

「
二
種
」 

「
深
信
」 

 

（
義
相
） 

二
種
の
開
由 

機
の
深
信
の
意
義 

法
の
深
信
の
意
義 

二
種
一
具
の
相
状 

二
種
深
信
の
意
義 

二
種
深
信
の
異
義 

   

（
題
意
） 

宗
祖
の
隠
顕
釈
を
と
お
し
て
、
三
経
の
説
相
に
差
別
あ
る
も
、
意
は
弘
願
を
あ
ら
わ
す
に
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。 

 

（
出
拠
） 

「
化
身
土
文
類
」
隠
顕
釈 

 

（
釈
名
） 

「
三
経
」 

「
隠
」 

「
顕
」 

「
顕
彰
隠
密
」 
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（
義
相
） 

『
観
経
』
の
隠
顕 

『
小
経
』
の
准
知
隠
顕 

三
経
一
致
と
差
別 

  

三
、
難
易
二
道 

 

（
題
意
） 

『
易
行
品
』
『
往
生
論
註
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
難
易
二
道
の
意
を
う
か
が
い
、
『
易
行
品
』
の
当
面
で
は

諸
仏
、
菩
薩
の
易
行
に
通
ず
る
が
、
龍
樹
の
本
意
に
つ
け
ば
弥
陀
易
行
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
易
行
の
物

体
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 (

出
拠) 

『
易
行
品
』 

『
往
生
論
註
』 

 

（
釈
名
） 

「
難
」 

「
易
」 

「
二
道
」 

 

（
義
相
） 

易
行
の
所
期 

易
行
の
通
局 

易
行
の
物
体 

二
道
判
と
曇
鸞
の
釈
義
の
交
渉 

 

〈
特
別
論
題
に
基
づ
く
自
由
討
議
〉 

「
環
境
問
題
と
仏
教
」 

 

【
目
的
】 

・
近
年
、
環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
ず
環
境
問
題
の
現
状
を
確
認
し
た
上
で
、
「
自
然
」
と

い
う
言
葉
の
概
念
を
、
仏
教
的
意
味
に
注
意
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
念
仏
者
が
環
境
問
題

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
い
か
に
関
わ
っ
て
い
け
る
か
を
検
討
す
る
。 

 

【
討
議
に
あ
た
っ
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
】 

 

一
、 

環
境
問
題
の
現
状 

 
 

 

・
従
来
指
摘
さ
れ
る
河
川
や
大
気
の
汚
染
に
加
え
、
近
年
、
温
暖
化
や
資
源
の
枯
渇
な
ど
、
地

球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。 
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二
、 
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み 

 
 

 
 

・
ゴ
ミ
の
分
別
等
、
個
人
や
家
庭
単
位
で
の
取
り
組
み
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
の

設
定
と
い
っ
た
国
単
位
で
の
動
き
ま
で
、
環
境
保
全
へ
向
け
て
幅
広
い
活
動
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
宗
門
内
に
お
い
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
沙
漠
緑
化
ア
ミ
ダ
の
森
」
に
よ
る
植
樹
事
業
も

行
わ
れ
て
い
る
。 

【
論
点
】 

 

念
仏
者
と
環
境
問
題 

・ 

自
然
（
し
ぜ
ん
）
と
自
然
（
じ
ね
ん
） 

 
 

い
わ
ゆ
る
自
然
界
を
意
味
す
る
自
然
（
し
ぜ
ん
）
と
、
仏
教
に
お
け
る
自
然
（
じ
ね
ん
）

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
た
、
仏
教
で
は
自
然
界
を
い
か
に
捉
え
て
い
る
か
を

検
討
す
る
。 

 

・
縁
起 

 
 

 

仏
教
の
縁
起
思
想
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
関
係
し
合
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
互
い
に

依
存
す
る
こ
と
で
存
在
し
て
い
る
と
示
さ
れ
る
。
何
一
つ
と
し
て
孤
立
し
て
存
在
し
て
い

る
も
の
は
な
い
と
説
く
縁
起
思
想
に
基
づ
い
て
、
人
間
と
自
然
環
境
と
が
共
に
生
き
、
生

か
さ
れ
て
い
る
関
係
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 
 
 
 

・
少
欲
知
足 

 
 

 
 

 
 

少
欲
知
足
と
は
、
た
だ
物
欲
を
制
限
し
、
僅
か
な
物
で
満
足
し
よ
う
と
す
る
生
き
方
を
意

味
す
る
の
か
。
物
質
的
満
足
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
宗
教
に
よ
る
精
神
的
充
足
感
を
求
め

る
こ
と
へ
の
転
換
と
い
う
視
点
を
も
ち
な
が
ら
、
少
欲
知
足
と
い
う
生
き
方
に
つ
い
て
考

え
る
。
ま
た
凡
夫
と
い
う
観
点
か
ら
も
検
討
す
る
。 

  

【
討
議
の
す
す
め
方
】 

各
問
題
に
つ
い
て
発
言
者
数
名
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
、
そ
れ
ら
発
言
に
対
し
て
、
同
じ
く
質
問
者

数
名
が
意
見
を
し
、
発
言
者
と
質
問
者
の
間
で
自
由
に
討
議
を
行
う
。 

  

【
参
考
文
献
】 

・
書
籍 

大
谷
光
真
「
仏
教
と
自
然
保
護
・
試
論
」『
宗
教
的
真
理
と
現
代
』
所
収 

教
育
新
潮
社 

理
科
年
表
シ
リ
ー
ズ
『
環
境
年
表
』
第
１
冊 

平
成
二
十
一
・
二
十
二
年 

国
立
天
文
台
編 

 

丸
善
株
式
会
社 

『
環
境
問
題
を
考
え
る
』
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編 

本
願
寺
出
版
社 

『
宗
教
と
環
境
』
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編 

本
願
寺
出
版
社 

『
仏
教
生
命
観
の
流
れ
～
縁
起
と
慈
悲
～
』(

人
間
・
科
学
・
宗
教OR

C

研
究
叢
書 (

２))
 

法
蔵
館 

『
環
境
倫
理
学
』
鬼
頭
秀
一
・
福
永
真
弓
編 

東
京
大
学
出
版
会 

・
論
文 

徳
永
道
雄
「
仏
教
に
お
け
る
自
然
（
し
ぜ
ん
）
と
自
然
（
じ
ね
ん
）
」
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
六
八

号
所
収 


